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[bookmark: OLE_LINK3]論文の投稿および査読を円滑に行うため、寄稿者は本誌所定の「投稿規程」を遵守するとともに、本原稿様式に定める書式および体裁に従って原稿を作成するものとする。本原稿様式は、「投稿規程」を補完する技術的・書式的基準として位置づけられる。

1．原稿の構成および書式
1.1 原稿作成の基本
原稿は、本誌ウェブサイトで提供する「論文原稿様式」ファイルをダウンロードし、当該フォーマットを用いて作成するものとする。

論文原稿の判型はB5サイズとし、印刷版についても同様にB5サイズとする。原稿は1段組で記載し、1ページあたり40行とする。原稿の余白は上下22mm、左右22mmとし、この範囲内に収めて記載するものとする。なお、編集作業上の都合により、原稿にはページ番号を付さないものとする。各項目のフォント詳細は表1を参照のこと。

1.2 第1ページの記載事項
第1ページには、以下の項目を掲載順に、本文言語（日本語・中国語・韓国語のいずれか）で記載し、その後、英語で記載することとする。すべての項目は第1ページ内に収めて配置するものとする。なお、本文言語が英語である論文については、本項の定めにかかわらず、第1ページの記載はすべて英語のみとする。

(1) 論文題目（副題目がある場合は併記する）・Title
(2) 著者名・Author Name(s)
(3) 所属機関名・Affiliation(s)
(4) 概要・Abstract
(5) キーワード・Keywords

論文題目：論文題目に副題を付す場合は、使用言語ごとの学術的慣行に従って表記するものとする。各言語における区切り記号は、原則として以下のとおりとする。

日本語題目：全角ダッシュ（―）（例：題目―副題―）
英語題目：コロン（:）（例：Main Title: Subtitle）
中国語題目：破折号（——）等、当該言語圏で標準的に用いられる記号
韓国語題目：全角コロン（：）等、当該言語圏で標準的に用いられる記号

なお、論文のタイトルおよびサブタイトルは、多言語間の表記上の公平性および誌面全体の統一性を確保するため、使用言語を問わず、同一フォントおよび同一フォントサイズで表記するものとする。英語で記載する論文題目および副題は、Title Case に従って表記するものとする。

著者名：英語表記を付す箇所における著者名は、出身国・地域にかかわらず、英語圏の学術論文における一般的慣行に従って表記するものとする。著者名は、名（Given name）‐姓（Family name）の順で記載し、各語の頭文字のみを大文字とする。名（Given name）と姓（Family name）の間には半角スペースを入れるものとする。ただし、ハイフンを含む氏名については、著者本人の申告による表記を尊重する。

[bookmark: OLE_LINK34]所属機関名：英語で表記する場合における所属機関名は、当該機関が公式に定めている英語名称を用いるものとする。所属機関名を英語で記載する場合には、必ず機関名、都市名、国名（ここでいう国名には、地域、特別行政区、自治区等、所属機関の所在を国名に準じて表示する必要がある地理的名称を含む）の順で記載するものとする。学部、研究科、研究所等の下位組織を明示する場合は、これを機関名の前に記載するものとする。その他の言語で記載する場合には、当該言語における学術的慣行に従い、都市名および国名（同様に、地域等を含む）は省略するものとする。

概要：概要は、本文言語（日本語・中国語・韓国語のいずれか）で記載するものとする。英語による概要は、本文言語による概要と同一内容とする。記載にあたっては、提供する記載例（本誌所定の様式）を参照し、行間隔等の書式を厳守するものとする。

[bookmark: OLE_LINK38][bookmark: OLE_LINK45]キーワード：論文の内容を適切に反映する語を最大5語まで 記載するものとする。本文言語が日本語、中国語、または韓国語である論文については、本文言語によるキーワードは 全角カンマ（，） で区切り、英文キーワードは本文言語キーワードと同一内容とし、固有名詞等の大文字表記が必要な語を除き、すべて 小文字（lowercase） で記載し、 半角カンマ（,） で区切るものとする。複数のキーワードがある場合、最後の語の後にはコンマを付さないものとする。キーワードが二行以上にわたる場合は、二行目以降の行頭は左揃え（ぶら下げなし）とする。英語による論文についても、同様の方法で記載する。

1.3 本文の構成
本文は第2ページから開始するものとし、章および節で構成する。番号体系は「1」「1.1」「1.1.1」の形式を用いること。本文中への図表の挿入を妨げない。
[bookmark: OLE_LINK12]
1.4 書式に関する共通原則
本文および参考引用文献に用いるフォントは、日本語・中国語・韓国語・英語の論文を同時に掲載する本誌の特性を踏まえ、各言語圏において学術用途として一般的に用いられる明朝系（Serif系）書体を基本とするものとする。本文フォントと参考引用文献フォントは、原則として同一の書体系を用いるものとし、可読性および誌面全体の統一感を損なわない範囲で、使用言語に応じた標準的な書体を適用すること。フォントの指定にあたっては、特定のOSや作業環境にのみ依存する書体の使用を避け、WindowsおよびmacOSのいずれにおいても表示および出力が可能な標準フォント、または同等の互換性を有する書体を使用するものとする。やむを得ず代替フォントを使用する場合であっても、同系統の書体（明朝系・Serif系）を選択するものとする。

1.4.1 フォントサイズ
[bookmark: OLE_LINK1]各項目の具体的なフォントおよび文字サイズについては、下記の表を参照するものとする。本文のフォントサイズは、すべての言語の論文に共通して、原則として10ポイントとする。


表1 論文各部のフォント及びサイズ一覧
	項目
	フォント
	サイズ

	[bookmark: _Hlk220749109]題目
（副題目を含む）
	日本語：明朝系フォント・太字 (例: MS明朝等)
中國語（繁體字）：明體系列字型・粗體（例如：新細明體等）
한국어: 명조 계열 서체(바탕체 등)·굵게 표시
English： Times New Roman or an equivalent serif font・Bold 
	14pt

	著者名
	日本語：明朝系フォント・太字 (例: MS明朝等)
中國語（繁體字）：明體系列字型・粗體（例如：新細明體等）
[bookmark: OLE_LINK40]한국어: 명조 계열 서체(바탕체 등)·굵게 표시
English： Times New Roman or an equivalent serif font・Bold Italic
	11pt

	所属
	日本語：明朝系フォント (例: MS明朝等)
中國語（繁體字）：明體系列字型・粗體（例如：新細明體等）
[bookmark: OLE_LINK41]한국어: 명조 계열 서체(바탕체 등)
English： Times New Roman or an equivalent serif font・Italic
	10pt

	概要
	日本語：明朝系フォント (例: MS明朝等)
中國語（繁體字）：明體系列字型・粗體（例如：新細明體等）
한국어: 명조 계열 서체(바탕체 등)
English： Times New Roman or an equivalent serif font・Italic
	10pt

	章・節見出し
	日本語：明朝系フォント・太字 (例: MS明朝等)
中國語（繁體字）：明體系列字型・粗體（例如：新細明體等）
한국어: 명조 계열 서체(바탕체 등)·굵게 표시
English： Times New Roman or an equivalent serif font・Bold 
	10pt

	本文
	日本語：明朝系フォント(例: MS明朝等)
中國語（繁體字）：明體系列字型・粗體（例如：新細明體等）
한국어: 명조 계열 서체(바탕체 등)
English： Times New Roman or an equivalent serif font
	10pt

	引用・参考文献
	日本語：明朝系フォント(例: MS明朝等)
中國語（繁體字）：明體系列字型・粗體（例如：新細明體等）
한국어: 명조 계열 서체(바탕체 등)
English： Times New Roman or an equivalent serif font
	9pt

	脚注
	日本語：明朝系フォント(例: MS明朝等)
中國語（繁體字）：明體系列字型・粗體（例如：新細明體等）
한국어: 명조 계열 서체(바탕체 등)
English： Times New Roman or an equivalent serif font
	9pt



1.4.2 段落書式
本文の各段落は、冒頭に字下げを設けず左揃えで書き始めるものとする。段落の区別は、原則として1行の段落間隔によって示すものとする。

[bookmark: OLE_LINK30]1.4.3 本文中の数字・英字・数式表記
(1)本文中の数字表記
本文中の数字は、本文フォントと統一して記載すること。算用数字の使用を原則とし、文脈上適切な場合（例：慣用句、固有名詞）に限り漢数字を用いることができる。上付き・下付き数字についても本文フォントに準じ、必要に応じてサイズのみ調整すること。英文中の数字は英字フォント（例：Times New Roman）に準じ、小数点（ピリオド「.」）および桁区切り（カンマ「,」）の表記スタイルを論文内で統一すること。

(2)本文中の英字表記
本文中の英字（欧字を含む）は、本文フォントに準じて記載することを原則とする。固有名詞、学術的専門用語、変数名などは適宜イタリック体を用いることができるが、その使用は本文全体で一貫性を保つこと。

(3)数学式・数式・科学的表記
数学式、数式、および科学的表記は、本文フォントと明確に区別するため、数式用フォントまたはイタリック体を用いることを推奨する。式内の変数、関数、記号は原則として斜体（イタリック）で記載する。一方、数字や単位（例：m, s, kg）は通常体（ローマン体）で記載する。式番号は、該当する数式の右端に括弧付きで配置し、本文中で参照する場合は「式（1）」のように「式」の後に括弧付き番号を付す形式で統一すること。

本文中で図表を参照する場合の表記（例：図1、表2）は、本文フォントおよび本文フォントサイズに従うものとする。

1.4.4 英語論文の見出し書式
英語論文における章および節の見出しは、センテンスケース（最初の単語の頭文字のみを大文字とし、その他の語は原則として小文字で表記する方式）に準拠するものとする。ただし、固有名詞や学術用語など、一般に大文字表記が求められる語についてはこの限りではない。

[bookmark: OLE_LINK13]2. 引用・参考文献リストの記載方法
[bookmark: OLE_LINK10]引用・参考文献は、本文終了後に1行空けて一括して記載するものとし、見出し「引用・参考文献」は太字とし、通し番号は付さないものとする。文献情報の末尾には、DOI が付与されている場合は必ず DOI を記載し、DOI が存在する文献については通常の URL は記載しないものとする。URL を記載する場合は、改変せず標準的なプレーンテキストで記載し、ハイパーリンク、下線、色付きフォント等の特別な書式は用いないものとする。DOI または URL は、本文情報と切り離さず、同一行の末尾に続けて記載するものとする。参考文献リストにおける文末記号は、視覚的統一性と実用性を考慮し、全ての言語においてピリオド「.」を用いることで統一する。

国際的な学術誌の一般的慣行に基づき、URL によって参照される資料については、内容が恒常的に固定されている場合には参照日時（access date）を記載しないものとする。ただし、内容が随時更新されるウェブページ、データベース、統計資料等については、参照日時を明記するものとする。

引用・参考文献リストのフォントは、可読性および国際的通用性を最優先に考慮し、日本語は明朝体、中国語（繁体字）は明體（新細明體等）、韓国語はバタン体、英語は Times New Roman を原則とする。

2.1 引用・参考文献リストの基本形式
本誌では、英語文献についても著者名は原則としてフルネームで記載する。以下に示す形式は、本誌『東アジア教育研究』における参考文献表記の統一基準である。日本語・英語・中国語・韓国語等、異なる言語の文献を混在させる場合であっても、書名記号、句読点、巻号表記、ページ表記（pp.）は本規程に従い、言語差による例外は設けない。

a) 書籍（単著・共著）
基本形式
著者名, 出版年, 書名, 出版社.

日本語例
例：山田太郎, 2023, 『教育と社会の転換』, 東京出版.

中国語例
例：王明, 2019, 《现代教育政策研究》, 北京大学出版社.

韓国語例
例：김영수, 2020, 『동아시아 교육정책의 이해』, 교육연구사.

英語例
例：Smith, John, 2021, Education and Social Change in East Asia, Global Academic Press.

b) 書籍内の一章・論文（編著・収録）
基本形式
著者名, 出版年, 論文名, 編者名, 書名, 出版社, pp.xx–xx.

日本語例
[bookmark: OLE_LINK11]例：佐藤花子, 2022, 「学校文化と地域社会」, 高橋一郎編, 『東アジアの教育社会学』, 東亜社, pp.45–62.

中国語例
例：李华, 2021, 「学校文化与社区关系」, 高桥一郎编, 《东亚教育社会学》, 东亚出版社, pp.50–70.

韓国語例
例：김민수, 2019, 「지역사회와 학교문화」, 박지훈 편, 『동아시아 교육사회학』, 서울학술사, pp.50–70.

英語例
例：Li, Wei, 2020, Schooling and Community in Urban China, in K. Tanaka & J. Lee (eds.), Education and Society in Asia, Academic World Publishers, pp.123–142.

c) 学術雑誌論文
基本形式
著者名, 出版年, 論文名, 雑誌名, 第○巻第○号／Vol.○(No.○), pp.xx–xx.

日本語例
例：鈴木一郎, 2021, 「多文化教育の現状と課題」, 『教育研究』, 第78巻第4号, pp.215–233.

中国語例
例：李华, 2017, 「教育不平等与社会流动」, 《教育学研究》, 第33卷第2期, pp.10–25.

韓国語例
例：박소영, 2020, 「다문화교육의 현황과 과제」, 『교육연구』, 제45권제2호, pp.100–120.

英語例
例：Chen, Mei, 2018, Social Capital and Student Achievement in Taiwan, Asian Journal of Education, Vol.12(No.1), pp.78–99.

d) 同一著者による同年著作の区別
同一著者による同一年の複数著作がある場合は、出版年の後に a, b, c を付して区別する。

例：
Honda, Naoki, 1990a, Sociology of Education, Tokyo Press.
Honda, Naoki, 1990b, Sociology of School, Japan Press.

e) オンライン文献（ウェブ記事、報告書、データベース等）
基本形式
著者名（または機関名）, 公開年, 「記事・報告書タイトル」, サイト/データベース/プラットフォーム名, [オンライン], URL: 〈完全なURLまたはDOI〉, （参照日: YYYY-MM-DD）. 各文献は、すべての要素を一つの段落として記述し、項目内で改行しないこと。URL または DOI が長く、1行に収まらない場合は、URLの区切り記号（ハイフン等）の後で改行すること。2行目以降は本文の左端から始め（インデントなし）、URLの途中（単語の途中や記号の直前）で改行しないよう注意する。〈記号はURLの直前の行に、〉記号はURL終了の直後の行に配置し、URL全体がこれらで囲まれていることを明確にする。DOI が存在する文献については通常の URL は記載しないものとする。DOI の表記形式は、doi:10.xxxx/xxxxx または https://doi.org/10.xxxx/xxxxx のいずれも可とする。

日本語例（URL）
文部科学省, 2024, 「令和5年度学校基本調査（確定値）の公表について」, 文部科学省ホームページ, [オンライン], 〈https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/kihon/kekka/k_detail/1425686.htm〉, （参照日: 2026-01-20）.

中国語例（URL）
國家發展委員會, 2023, 〈2023年國家教育政策白皮書〉, 國家發展委員會全球資訊網, [線上], 〈https://www.ndc.gov.tw/Content_List.aspx?n=6A28B5C5F5F6A7A3〉, （檢索日期：2026-01-20）.

韓国語例（URL）
교육부, 2025, 「2024 교육기본통계」, 교육부 누리집, [온라인], 〈https://www.moe.go.kr/boardCnts/viewRenew.do?boardID=316&boardSeq=98765&lev=0&m=040401〉, (열람일: 2026-01-20).

英語例（URL）
UNESCO, 2023, "Global Education Monitoring Report 2023: Technology in Education", UNESCO Digital Library, [Online], 〈https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000385723〉, (Retrieved: 2026-01-20).
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2.3 本文中の引用方法
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